
現在、海外医療支援活動の母体として、外

務省のＪＭＴＤＲ（国際緊急援助隊医療チー

ム登録者団体）と、派生したＨｕＭＡ（災害

人道医療支援会）、徳州会などの病院組織が

ある。スマトラ沖地震津波災害では、各国は

軍隊を派遣したり、韓国では民間会社が参加

した。私はその巨大災害の折りにＪＤＲ（国

際緊急援助隊）のミッションで参加した。現

地で調剤をしていたの

は、ほんの一時だった。

その後は本部で医薬品の

管理を行っていた。しか

し医薬品は不足してい

た。本部では毎日検討会

が開かれ、私は脱水気味

の患者が多かったことか

ら、医師にはそのチェックを提案、ＯＲＳ

（経口補水塩）の使用を促した。マスクをし

ている患者にはＯＲＳを用いてのうがいを勧

めた。これはリピーターも多く、私の提案が

医師からも評価されたといえる。実は、その

提案に至ったのは新潟県中越地震での経験が

役立った。

また、意外だったのが「折り紙」効果で、

避難所の大型テントの子供たちにピカチュー

などの折り紙をあげると、大喜びし歓声が上

がるなど、その明るい雰囲気が他の被災者の

顔に笑顔をもたらし、避難所を明るくした。

ＪＭＴＤＲは医師４人、薬剤師１人、看護

師７人、医療調整員３人、業務調整員５人で

構成された。救急医療は全員が連携して初め

て機能するものであり、医療の原点、チーム

医療の手本とも言える。ＪＭＴＤＲでの国際

的な災害医療への対応、研修・訓練は国内の

災害医療組織のレベル向上に欠かせない存在

となっている。
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近年、国内外で災害が頻発し、それも巨大化し、災害

医療に関心が高まっている。薬剤師も医療人の仲間入り

をし、その意識も芽生えつつある。実際に最近では、国

内の災害が起こるとマスコミを通じ、若い薬剤師がボラ

ンティア活動に参加する気運が年々高まりを見せてい

る。しかし、大学では「医療」に関してはほとんど教育

はされておらず、未だ薬剤師は調剤をすることが職能と

思い込んでいるような印象を受ける。日本薬剤師会（日

薬）の薬剤師綱領には、最もハードルの高い「人類の福

祉に貢献する」との項目がある。学生諸君にはぜひ、そ

の高い目標を目指していただきたい。

現場で求められる薬剤師職能－No３ 現場で求められる薬剤師職能－No３ 
日本災害医療薬剤師学会副会長 

村野　宏守 

インドネシアには何度か訪れて

いたこともあり、抵抗なく支援業

務に赴くことにした。発災３日後

にはインドネシア赤十字ジョグジ

ャカルタ支部に到着、支部長の医

師に面会し、外傷患者の創傷治療

と医薬品の配布をする旨の説明を

して快諾された。現地の病院・診

療所は満杯、敷地にもテントが張

られていた。

日赤にも骨折患者が多数いて、

にわか作りのシーネ処置をして搬

送を待った。翌日には救急車と看護師、看護

学生５人、通訳１人があてがわれ各救護所を

移動しながら医療を施し

た。やはり創傷患者が多

く、中には傷口が縫合さ

れた患者で化膿していた

者もおり、患部を洗浄、

ハイドロコロイド系の貼

付剤で処置した。

こうした医療行為を薬

剤師が行うことは、日本

ではもちろん禁止だが、

巨大災害の現場では多く

の傷病者が発生する。現実的な対応の仕方は

検討する必要がある。

災害医療では、医療関係者がお互いに連

携することが必須。現在も医薬連携、薬薬

連携の必要性が言われるが、単に講演会を

共催する程度で、本来の連携とは言い難い

面もあり、薬剤師にとって１つの課題とな

っている。

一方、近年は大型ドラッグストアが台頭

し、その影で地域密着の町の小さな薬局は消

えつつある。薬剤師会も会員が減少しつつあ

る。また医師会、歯科医師会も同様に会員減

少の傾向の中、地域医療の崩壊が目前に迫っ

ている。

この難題に対し、災害医療を共通項とし、

訓練を介し、孤立していた各組織が連携しえ

る大きな礎となり得るでしょう。

私たち、「日本災害医療薬剤師学会」は薬

剤師単独による世界に例のない組織であり、

その活躍が連携が国民の誇りとなるでしょ

う。 （おわり）
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現地での薬局ブース
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